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第 2046回例会  平成 29年 4月 17日（月曜日）第 33号  

 

本日の例会 ４月１７日（月） 第３例会 

◎ソング 「四つのテスト」 

◎卓 話 

 

◎ゲストスピーカー 

「ウクライナは今～ 

ＥＵとロシアの狭間で」 

日本ウクライナ文化交流協会 

会長 小野 元裕様 

担当：岩﨑史郎会員 

◎本日の献立 鰻丼と鰻巻き 

次回の例会 ４月２４日（月） 第４例会 

◎卓 話 

◎ゲストスピーカー 
「歯周病と全身疾患の相互関係」 

土井歯科医院  

院長 土井 英暉様 

担当：宮田照男会員 

前回の例会 ４月８日（土） 第２例会 

 

会長挨拶           会長 小川 高弘 

皆様、こんにちは。 

本日はお忙しい中、

ご来賓の皆様、そし

て大勢のロータリ

アンの皆様にご参

集頂きまして誠に

有難う御座います。 

国際ロータリー第

２６６０地区ＩＭ

第４組のロータリ

ーデーのホストク

ラブを代表致しまして厚くお礼申し上げます。 

松本進也ガバナー、林芳繁ガバナー補佐のご指導を頂き、

本年度のロータリーデーのテーマを「わたしたちの奉

仕」・「経験の分かち合いと、成長のために」とさせて頂

きました。本年度のロータリーデーは趣向をかえ、１０

クラブの代表の方に過去に実施してきた奉仕活動を発表

して頂くことで、１０クラブ参加型のロータリーデーと

させて頂きました。１０クラブの発表から得た奉仕活動

を参考にし、クラブ相互の「奉仕」を中心とした親睦や

協力、更には今以上の奉仕活動が生まれてくることを期

待して企画させて頂きました。また今回のロータリーデ

ーを開催するに当たり、各クラブの皆様には多大なご協

力を頂きましたことをこの場をお借りしてお礼申し上げ

ます。有難う御座います。続きまして本日ご参加のロー

タリークラブの皆様をご紹介申し上げます。 

八尾ロータリークラブ山本会長・そして会員の皆様、 

大阪柏原ロータリークラブ小原会長・そして会員の皆様、 

八尾東ロータリークラブ中澤会長・そして会員の皆様、 

八尾中央ロータリークラブ藤木会長・そして会員の皆様、 

東大阪ロータリークラブ石橋会長・そして会員の皆様、 

東大阪東ロータリークラブ芳田会長・そして会員の皆様

の皆様、東大阪西ロータリークラブ出口会長・そして会

員の皆様の皆様、東大阪みどりロータリークラブ阪田会

長・そして会員の皆様、大阪ネクストロータリークラブ

柳川会長・そして会員の皆様、東大阪中央ロータリーク

ラブの会員、以上１０クラブの皆様です。 

それでは本日のロータリーデーを通じて、皆様の奉仕の

精神が今以上に広がることを願い、そして最後までご協

力賜りますことをお願いし挨拶とさせて頂きます。 

有難う御座いました。 

出 席 報 告    ＩＭＲＤ登録委員長 飯田 政信    

国際ロータリー第 2660 地区ＩＭ４組ロータリーデー 

本日の会員数 ３６２名 

本日の出席者数 ２３１名 

本日の出席率 ６３．８１％ 

 
 （第 2660 地区） WEEKLY BULIETIN No.33  

 東大阪中央ロータリークラブ  

  創  立 昭和４７年２月２０日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 会 長 

 会 長 ノ ミ ニ ー 

 副 会 長 

 幹 事 

 会 報 委 員 長 

小 川 高 弘 

宮 田 照 男 

 金 子 勝 信 

 中 村   徹 

瀧 田 浩 彦 

  例 会 日 毎週月曜日 １２：３０～ 

  例会場所 シェラトン都ホテル大阪 ３Ｆ 

  事 務 局 大阪市天王寺区石ヶ辻町２－８ 
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  2016～2017 年度 国際ロータリー会長 ジョン F. ジャーム 
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IM第 4組ロータリーデー ガバナー挨拶 

2016-17年度ガバナー  松 本 進 也様 

本日は IM第 4組ロー

タリーデー開催にあ

たり、IM 第 4 組 10

クラブの皆さんをは

じめとする多くのロ

ータリアンの皆さん

にご来臨頂きまして

御礼申し上げます。 

さて、9 か月前にガバ

ナーを拝命し、残り 3

ヶ月弱となりまし

た。当方年度では I

Ｍ再編成やガバナー補佐選出方法の変更など、沢山の出

来事がございましたが、最も重要な案件は、やはり 2016

年規定審議会の決定でございます。クラブに柔軟性を持

たせるという、非常に大きな意味を持つ種々採択がなさ

れました。 

また、今後は、3 月 27 日付で RI から加盟認証を受けた

「ロータリー学友会」が 5 月 13 日に創立総会を開催し、

4月 17日には 82番目のクラブである大阪水都 RCの創立

総会があり、続いて 6 月 1 日にチャーターナイトが開催

予定です。この 2 つは地区にとっても画期的な出来事で

あります。 

また、IM ロータリーデーも本日が６回目となり、残すと

ころは 4 月 22 日の IM 第 8組のみとなりました。各組と

も非常に趣向を凝らしておられます。また、周年行事と

しては、本日夕方からの開催の大阪城北をはじめとして、

東大阪、大阪梅田、大阪東、大阪西と 5 クラブの記念式

典の出席がございます。 

さて、第 1 部は IM 第 4 組共同奉仕事業として実施してお

られる、益城町未来トークへの支援の報告とのことで、

当方も益城町のホームページを拝見しました。高校生、

大学生を中心に昨年 10 月 8 日、12 月 18 日、本年 1 月 14

日の 3 回に亘り、地域復興に向け、活発なワークショッ

プが開催されたようです。結果、5 つのプロジェクトチ

ームが発足され、10 年間街灯がなかった益城町に通常の

街灯ではなく、子供や若者がデザインしたユニークな街

灯を制作するアイデアなど、非常に若者の感性に溢れた

提案が行われていることに感銘を受けました。 

熊本震災復興としては、地区としても全 81 クラブに賛同

を得た阿蘇支援プロジェクトを実施しておりますが、IM

独自の取り組みとしても復興支援を行って頂くことはロ

ータリーの理念に叶う、素晴らしい事業と存じます。 

また第 2 部では「わたしたちの奉仕」をテーマとして各

クラブからのプレゼンテーションを行われるとのこと、

各クラブの思いのこもった奉仕活動をしっかりと拝聴さ

せて頂きます。 

最後になりましたが、IM 第 4 組の更なるご発展と本日ご

参集の皆様のご多幸とご健康を祈念申し上げます。 

 

 

閉会の辞 ＩＭＲＤ実行委員会副委員長 佐藤三千秋 

 

本日は 国際ロータ

リー第２６６０地区 

松本進也ガバナー主

催、IM 第４組ロータ

リーデーを 私ども

東大阪中央ロータリ

ークラブ担当で進め

させていただきまし

た。御来賓の皆様 

並びに IM４組１０ク

ラブ会員の皆様に

は、お昼からの長時間 最後まで熱心に参加して頂き 

誠に有難うございました。 

一昨年、大阪柏原ロータリークラブより「ロータリーデ

ーを考える」というアンケートを頂き、クラブ内でも色々

協議し、昨年のロータリーデー終了後には 今回の実行

委員会を立ち上げ 浅野委員長を中心に準備をしてまい

りました。本日のプログラムのように IM４組全１０ク

ラブ参加型のロータリーデーとなりました。つきまして

は、各クラブの皆様には奉仕事業発表内容の協議、また 

特に本日の発表者の方には 先月のリハーサル実施 と

労力と時間を割いて頂きました。ご協力に深く感謝致し

ます。多大なご協力を頂いた分、本ロータリーデーの成

果があったと存じます。最後に IM ロータリーデーの

益々の発展と皆様の素晴らしいロータリー活動を祈念し

て 閉会の挨拶とさせて頂きます。 

 

懇親会 閉会の辞    会長エレクト 宮田照男 

皆さん、本日は長時

間にわたり、最後ま

でお付き合い頂きま

して、誠にありがと

うございました。 

今年のＩＭ第 4 組ロ

ーターリーデーは

「私たちの奉仕」「経

験の分かち合いと、

成長のために」のテ

ーマのもと皆様にご

協力を賜りまして、無事終了する事が出来ました事、心

より御礼申し上げます。ロータリーの友やガバナー月信

でみる他クラブの奉仕事業とは違い、ＩＭ４組のお仲間

ともいえる皆様の奉仕事業を拝見出来ました事、わたく

しの 30 年あまりのロータリーアン生活の中でも刺激的

で、感銘を受けました。また、わがロータリアン生活に

間違いがなかったことを誇りに思います。本日発表して

いただきました奉仕事業から何かしらを参考にされ、こ

れからの奉仕事業をお互い切磋琢磨していける喜びを感

じて頂けたらと思う次第であります。最後に貴クラブの

発展と皆様のご健康を祈念いたしまして 閉会の挨拶と

させていただきます。 
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IMロータリーデーに基づく奉仕活動 

ＩＭロータリーデー実行委員会委員長  浅野光男 

①今年度 IM ロータリーデーホストクラブとして、IM 第

４組各クラブの方々との共同奉仕事業としての主旨内

容を説明させていただきます。 

昨年の４月１４日突如として発生致しました熊本大震

災から４ヶ月後の８月、我がクラブのクラブ奉仕活動に

おいて。日本国際飢餓対策機構(我がクラブ岩橋会員は

理事長)との共同奉仕活動として、大震災にあわれた熊

本県地域の子供達を招待して楽しい 1 日を過ごしても

らうバスツア一を開催させていただきました。 

その折、時間の間をぬって。最大震源地でありました益

城町]周辺を視察、震災の発生が無ければ地名すら知ら

れていなかった地域でしたが、その甚大な被害状況や 

益城町役場のほぼ機能不能な現状に復興の目処などと

うてい望めそうも無い風景に接しまして大変な衝撃を

受けておりました。 

その中でこのままではだめだと益城町の若者達が立上

がり地域復興プロジェクト｢未来卜一一ｸ｣を立ち上げ活

動を開始致しておりました。しかし、何分にも無予算、

無報酬の為、なかなか実質的な運営がスムーズに進行出

来ていないとの情報を得まして支援先候補として長期

に亘り検討させていただいておりました結果、昨年我が

クラブが行った熊本大震災のクラブ奉仕イベント内容

とは重複せず、今回のテーマに則った奉仕活動にふさわ

しい支援先であるとの判断に至り、IM 第４組ロータリ

ーデーの共同奉仕事業に決定させていただきました。 

それに伴いまして２月４日熊本益城町を訪問してまい

りました。面会会場であります益城町役場内の会議室に

は向井副町長はじめ、役所職員の方々そして｢未来ﾄｰ-ｸ｣

を立ち上げた若者達数十名が出迎えていてくれました。 

長時間に亘り説明を受け、なみなみならぬ復興計画への 

熱意が伝わってまいりました。その後当方からの支援に

至った経緯を説明、特に 2660 地区 IM 第４組 10 クラブ

の共同奉仕支援事業である事をしかと伝えさせていた

だきました。その他様々な会話に、大変有意義な時間を

過ごす事ができました。 

当日の会場には地域の新聞社熊本日日新聞社熊本朝日

新聞社が取材に訪れ我々もインタビューを受けました。 

特に朝日新聞社は 3 月８日(水)の大阪版の朝刊にも写
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真入り記事を掲載していただいております。 

余談ではございますが、会議終了後、役場職員の方の 

ご案内で訪れました熊本大学のボランティア広報プレ

ハブ会場でお逢い致しました地質学者の村井教授の話

しによりますと、今回の熊本大地震は太平洋プレート移

動による海構型地震ではなく、大地が強い力で押し付け 

られ陸地内の活断層がずれて起る内陸性地震であった

との説明を受けました。世界中でも有数の天変地異が発

生する我が国日本にあって、今ささやかれている東南海

大地震は必ず起ると明言されておりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


